
横  浜天声キリスト教会  　　週報　第 14 巻 27 号（No.492）　　2019 年 7 月 7 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　啓示録 10:10-11　･････ 御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ 　９番　聖なる、聖なる、聖なるかな

*交読文　････････････････ 　４１番

*使徒信条　･･････････････会衆一同

*頌栄　･･････････････････ 　１７５番　み霊よわれ歌う時

礼拝のための祈り　･･･････ 成田エクレシア：史執事　天声：小林 伝道師

聖餐式　･･･････････････ 　２８１番

メッセージ　･･････････････ 「黙示録」から「啓示録」へ(啓示録 1:1-3)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････ 　２５７番　良きおとずれ聞く人は

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･････････････････

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）

・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）

・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）

・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　起きよ、光を放て。＿＿の光が臨み、主の栄光が＿＿の上にのぼったから。見

よ、暗きは地をおおい、やみはもろもろの民をおおう。しかし、＿＿の上には主が

朝日のごとくのぼられ、主の栄光が＿＿の上にあらわれる。

　もろもろの国は、＿＿の光に来、もろもろの王は、のぼる＿＿の輝きに来る。

＿＿の目をあげて見まわせ、彼らはみな集まって＿＿に来る。＿＿の子らは遠く

から来、＿＿の娘らは、かいなにいだかれて来る。その時＿＿は見て、喜びに輝

き、＿＿の心はどよめき、かつ喜ぶ。海の富が移って＿＿に来、もろもろの国の

宝が、＿＿に来るからである。多くのらくだ、ミデアンおよびエパの若きらくだは

＿＿をおおい、シバの人々はみな黄金、乳香を携えてきて、主の誉を宣べ伝え

る。ケダルの羊の群れはみな＿＿に集まって来、ネバヨテの雄羊は＿＿に仕え、

わが祭壇の上にのぼって受けいれられる。こうして、わたしはわが栄光の家を輝

かす。（イザヤ 60:1-6）

メッセージ概要

　先週のコーエンジャパンでは啓示録（黙示録）を学んだ。啓示録というと、よく分からない、怖い、恐れ多

い、といったイメージがあったかもしれない。なぜ啓示録が怖い、難しい書物のようになってしまったか。

　「啓示録」のギリシア語      Αποκαλυψις  （アポカルプシス）は元々、啓示、開示、公示の意味  で、イエス・キリス

トより、ヨハネに示された啓示によって、天国が、終わりの時代が、教会への指示が開示された、というのに、

これを「黙示」と訳し、意味が秘められたもの、隠されたもの、と解釈してしまったのだ。

　それでこの内容を読む時、何かぼんやりした影のように思い、ある人はああ解釈し、別の人はこう解釈し

て、異端がいいように利用し、人を惑わして来た。しかし啓示録はヘブライ思考（神中心・御言葉中心）に

立つなら決して怖い・難しい書ではない。むしろ幸いに満ちた書である事を講義に参加した人は体験した。

　書いてある。『この預言の言葉を朗読する者と、これを聞いて（ヘ：シェマー）、その中に書かれていること

を守る（ヘ：シャマール）者達とは、幸い（ヘ：バラク）である。時が近づいているからである。』(啓示録 1:3)

　啓示録を秘められた書として開かなかった人達は、啓示録がもたらす「幸い（バラク）」の外にいた。しかし

私達は今こそ、この預言の言葉を宣言し、聞き、行い、暗唱（食べる）して祝福にあずかるべきである。

　３節の状況、すなわち、預言の言葉を朗読する人と、それを聞いて守り行うべき人々がいる状況とは、教

会での礼拝の場面である。啓示録の内容は、まずイエス・キリストから使徒ヨハネへ示され、それを手紙の

形式で、七つの教会の「使い達（アンゲロス：牧会者）」へ送り、それを受けた牧会者は、教会の会衆の前

でその一章から二十二章まで全部を宣言し、それを聞いた聖徒たちは、その内容にアーメンして、それぞ

れの生活の現場に帰って行った。聖徒たちは再び主日に集う日までの６日間、書かれていた内容をずっ

と心に留め、それを行い続けていた。そうしている内に、聖徒たちは啓示録の内容を覚え、やがては「交

読」の形となって行った。啓示録の中には「アーメン」という応答が何度かあるが、それがその痕跡である。

　御言葉を宣言し、それにアーメンで応答する時、一人一人に聖霊ご自身が働き、それぞれに必要な養

いをして下さる。そのような「聖霊牧会」があったから、激しい迫害の時代でも福音は莫大に広がり続けた。

　御言葉を宣言し、それにアーメンで応答し、それを守り行い続ける。それが本来の信仰生活である。この

ようにする人が「幸い（バラク）」と 1:3に書かれてある。これは、申命記28章の祝福の法則と同じである。

　『もしあなたが、あなたの神、主の声に「よく聞き従い」、わたしが、きょう命じるすべての戒めを「守り」「行

う」ならば、あなたの神、主はあなたを地のもろもろの国民の上に立たせられるであろう。』(申命記28:1)

　祝福のための３つの動詞が、「聞く（シャマー）」「守る（シャマール）」「行う（アサ）」である。シャマールは、

茨など棘のついた生け垣で囲う、という意味が転じて「守る」という意味になった。御言葉を聞き、それを

シャマール（巡らす）すると、御言葉が世とサタンから守る。その防護壁が無い人は、世の有毒な情報や心

を傷つける人間の言葉、サタンの誘惑や攻撃が、そのまま「ぐさっと」刺さってしまう。しかし思いと心を御言

葉の垣根を巡らしているなら安全である。「行う」のアシャーは「する」の他、「つくる」、「（実を）結ぶ」の意味

があり、天地創造の創世記１章では７回も使われている。御言葉は、「行う」事によって実が結ばれるのだ。

　啓示録 10章に、御使いがヨハネに巻物を「食べなさい」と渡してヨハネが食べる場面がある。御言葉を

食べるとは、暗唱（テフィリン）する事である。御言葉を一日三百回、声に出して宣言して「食べる」なら、御

言葉の城壁がめぐらされ、世のどのような否定的な言葉からも守られる。そして啓示録をテフィリンするなら  、  

多くの民族、国民、国語、王たちについて預言する、と書かれてある(10:10-11)。だからキム先生は、啓示

録をテフィリンするように言っているのだ。テフィリン無しで世やサタンと戦おうとしても、銃の撃ち方を知ら

ない人にいきなり銃を持たされるようなものである。宣言し、守り行う者こそ幸いなのだ。

　啓示録の最後は、主の「すぐ来る」という言葉と、聖徒たちの応答で終わっている。『これらのことをあかし

する方が仰せになる、「しかり、わたしはすぐに来る」。アァメン、主イエスよ、きたりませ。主イエスの恵みが、

一同の者と共にあるように。（原文は最後に「アーメン」がある）』(22:20-21)　宗教改革以来、御言葉暗唱と、

御言葉宣言と、応答とが軽んじられてしまっているが、今こそ、初代教会に息吹いていた暗唱と宣言に立

ち返り、聖霊牧会の力ある養いを受ける皆さんでありますように！イエス様のお名前によって祝福します！

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

主日礼拝（日曜）

日本語礼拝   賛美 10:30　礼拝 11:00
食事/フェローシップ 　      12:30～
English Service　　　          　　 14:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～
水曜礼拝

　1部                                           　13:00～
　2部                                           　19:30～
金曜徹夜祈祷会                           21:00～

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会  

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B出口を出てまっすぐ徒歩 5分
JR・関内駅より徒歩 10分
京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。

第 14 巻 27 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2019 年 7 月 7 日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　パスター：　林和也　川合ゆきえ
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211

Homepage：　http://voice.of.christ.yokohama/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

聖書メッセージを携帯で
聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

